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優
秀
映
画
観
賞
会

市
内
で
撮
影
を
行
っ
た
映
画
「
ロ
ッ

ク
よ
、静
か
に
流
れ
よ
」を
含
む
4
作
品

を
2
日
間
に
わ
た
っ
て
上
映
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、「
優
秀
映
画
鑑
賞
推

進
事
業
」の
一
環
と
し
て
、東
京
国
立

近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
所

蔵
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
上
映
し
ま
す
。

11
月
16
日
（
土
）

▽
午
前
10
時
～
正
午　
「
櫻
の
園
」

出
演
／
中
島
ひ
ろ
子
ほ
か
▽
午
後
2

時
～
4
時　
「
お
引
越
し
」
出
演
／

田
畑
智
子
ほ
か　

11
月
17
日
（
日
）

▽
午
前
10
時
～
正
午
「
ロ
ッ
ク
よ
、
静

か
に
流
れ
よ
」
出
演
／
岡
本
健
一
ほ

か
▽
午
後
2
時
～
4
時
「
遠
雷
」
出

演
／
永
島
敏
行
ほ
か　

●
定
員　

各
１
８
０
人

（
全
席
自
由
、
先
着
順
）

●
チ
ケ
ッ
ト
代　

１
作
品
５
０
０
円

 

ガ
ラ
ク
タ
音
楽
会

廃
品
か
ら
楽
器
を
作
り
、
音
楽
の
身

近
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え
る
新
感
覚
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
ガ
ラ
ク
タ
音
楽
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
も
ガ
ラ
ク
タ

楽
器
を
作
り
、一
緒
に
演
奏
を
し
た
り
、

体
を
動
か
し
た
り
し
ま
す
。

●
出
演
者　

山
口
と
も
さ
ん
（
打
楽
器

奏
者
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
ド
レ

ミ
ノ
テ
レ
ビ
」
出
演
）

●
日
時　

11
月
24
日
（
日
）　

▽
開
場　

午
後
1
時
30
分
▽
開
演　

午

後
2
時
（
午
後
4
時
終
演
予
定
）

●
定
員　

１
５
０
人
（
全
席
自
由
）

●
入
場
券　

５
０
０
円

※
4
歳
以
上
は
有
料

●
持
ち
物　

同
形
の
ふ
た
付
き
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
2
本
５
０
０
㍉
㍑
（
１
人

分
）、
音
を
出
す
た
め
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
中
に
入
れ
る
つ
ぶ
つ
ぶ
、
は

さ
み
、
敷
物
（
座
布
団
な
ど
）

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
2
階　

多
目
的
交
流
ホ

ー
ル

●
申
し
込
み　

10
月
16
日
（
水
）
か
ら

「
き
ぼ
う
」
2
階
窓
口
で
直
接
申
し

込
む
か
、
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
は
午
前
9
時
～
午

後
9
時
30
分
）

※
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

問
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

（
71
・
４
０
３
３ 

73
・
１
８
０
２
）

芸
術
の
秋　

き
ぼ
う
へ
出
掛
け
ま
せ
ん
か

　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」
の
催
し   

11
16・17

11
24

ロックよ、静かに流れよ（1988 年）

「ともとも」こと山口ともさん

共
通
事
項
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停電のため自動交付機と図書館が利用できません
三郷総合支所では、電気設備点検のため下記のとおり停電します。
ご迷惑をお掛けいたしますが、ご協力をお願いします。

●日時　10 月 27 日（日）午前 9 時～正午
●対象施設
▷三郷総合支所　自動交付機が利用できません。なお、豊科総合支所

と穂高総合支所の自動交付機は利用できますのでご利用ください。
▷三郷公民館　開館していますが、電気の使用はできません。
▷三郷図書館　正午まで休館となります。
問三地域支援課（477・3111 ㈹ 677・6060）

●
問
い
合
わ
せ　

児
童
保
育
課
児
童
係

ま
た
は
各
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
へ
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
推
進

お
よ
び
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
3
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第

6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
介
護
保
険
事
業
者
等
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
参
入
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

参
入
意
向
の
あ
る
事
業
者
は
調
査
票

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
調
査
内
容　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
の
整
備
計
画
（
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
間
の
新

設
、
定
員
増
な
ど
）

●
調
査
票　

各
総
合
支
所
窓
口
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
方
法　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

10
月
25
日
（
金
）

●
そ
の
他　

▽
回
答
内
容
が
事
業
計
画

に
全
て
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
▽

市
が
事
業
者
を
決
定
す
る
方
法
は
、

公
募
に
よ
り
事
業
者
を
選
定
す
る
予

定
で
す
。

（
公
財
）
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

で
は
、「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
」
の
収

益
金
を
基
金
と
し
て
運
用
し
、
市
町
村

の
財
政
運
営
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地
域

住
民
活
動
の
振
興
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
、
次
の
地
域
で

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

備
品
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

●
堀
金
地
域
上
堀
区

発
電
機
、
照
明
器
具
、
ド
ラ
ム
コ
ー

ド
、
テ
ン
ト
、
大
型
鍋
、
ガ
ス
バ
ー
ナ

ー
セ
ッ
ト
、
メ
ガ
ホ
ン
、
救
急
箱
な
ど

平
成
26
年
度
に
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入

所
を
希
望
す
る
保
護
者
を
対
象
と
し
た

入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
入

所
を
希
望
す
る
児
童
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
各
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童　

平
成
26
年
度
小
学
校
へ

入
学
予
定
の
児
童
お
よ
び
現
在
小
学

校
１
～
3
年
生
の
児
童
で
す
。

▽
長
野
県
農
業
大
学
校
農
学
部
事
務
局

（
０
２
６
・
２
７
８
・
５
２
１
１ 

０
２
６
・
２
６
１
・
２
１
２
１
）

▽
願
書
は
三
郷
総
合
支
所
内
2
階
農
政

課
に
も
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
長
野

県
農
業
大
学
校
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。（
uhttp://w

w
w

.
pref.nagano.lg.jp/nogyodai/
boshu/index.htm

l

）

毎
年
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
を
い
た

だ
い
て
い
る
統
計
資
料
の
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。

●
申
し
込
み　

10
月
25
日
（
金
）
ま
で

に
企
画
政
策
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

突
然
、
大
き
な
地
震
に
襲
わ
れ
た
と

き
、
私
た
ち
は
適
切
な
行
動
が
と
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

地
震
が
起
き
た
と
き
、
自
分
の
命
を

守
り
、
け
が
を
し
な
い
た
め
に
も
、
次

の
こ
と
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
家
具
類
を
固
定
し
、
転
倒
、
落
下
防

止
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
家
屋
の
補
強
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
補

強
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
災
の
発
生
に
備
え
て
、
消
火
器
や

風
呂
の
水
の
く
み
置
き
を
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

▽
食
料
、
日
用
品
、
衣
類
な
ど
の
非
常

品
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
家
族
で
話
し
合
っ
て
、
避
難
場
所
、

安
否
確
認
の
方
法
、
避
難
経
路
を
決

め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、お
住
ま
い
の
地
区
の
防
災
訓

練
に
参
加
し
て
、防
災
知
識
を
身
に
付

け
、近
所
と
の
協
力
体
制
な
ど
、災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
農
業
大
学
校
で
は
、
平
成
26

年
度
新
設
す
る「
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
」

の
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
社
会
人
経
験
者

等
を
対
象
に
2
年
間
の
講
義
を
通
じ
て

「
人
間
力
」「
経
営
力
」「
生
活
力
」「
技

術
力
」
を
備
え
、
時
代
に
対
応
で
き
る

企
業
的
農
業
経
営
者
を
育
成
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

実
践
経
営
者
コ
ー
ス

●
定
員　

10
人

●
受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業
（
ま
た

は
同
等
）
以
上

●
出
願
期
間　

10
月
21
日
（
月
）
～
11

月
１
日
（
金
）

●
試
験
日　

▽
１
次
試
験
（
筆
記
・
面

接
）　

11
月
12
日
（
火
）　

▽
2
次
試

験
（
面
接
）　

11
月
18
日
（
月
）

●
受
験
場
所　

長
野
県
農
業
大
学
校

●
願
書
取
り
寄
せ
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
担
い

手
経
営
係
（
40
・
１
９
４
７ 

47
・

６
５
９
４
）

地
震
に
備
え
て

問
豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

児
童
ク
ラ
ブ
入
所
説
明
会

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

介
護
保
険
事
業
等
意
向
調
査

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

（

81
・
１
６
３
６ 
81
・
０
７
０
３
）

長
野
県
農
業
大
学
校

「
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
」

入
学
生
募
集

問
三
農
政
課
集
落
支
援
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

平
成
26
年
版

農
業
日
誌
等
の
予
約
販
売

問
安
企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

72
・
１
２
２
３
）

長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
の
助
成

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
を
整
備

問
堀
地
域
支
援
課

（

72
・
３
１
０
６
㈹ 

72
・
４
９
０
０
）

祉

福地区 開催日 場所
堀金 11月1日（金） 堀金児童館
明科 5日（火） ひまわり 2 階講義室（明科児童館）
三郷 6日（水） 三郷公民館 2 階講義室
穂高 7日（木） 穂高中央児童館
豊科 8日（金） 豊科ふれあいホール

資料名 販売価格
１部（税込み）

農業日誌 1,470 円

ファミリー日誌 1,470 円

新農家暦 500 円

※時間はいずれも午後7時30分～（1時間を予定）
※どの会場も駐車場が狭いため、できるだけ乗り合い

でお出掛けください。

●児童クラブ入所説明会の日程

●販売資料と価格

成

助

じ

く

宝

●市県民税	 （３期）
●国民健康保険税	 （４期）
●後期高齢者医療保険料	 （７期）
●介護保険料	 （10月分）
●水道料金	 （穂高･三郷地域）
●下水道使用料	（豊科･堀金･明科地域）

＝納期限は10月31日（木）＝

10月の納期

上堀区で整備したコミュニティ備品
三郷総合支所

業

農

発行者　（財）農林統計協会

災

防

三郷
総合支所

豊科南穂高児童クラブ 471・5150 671・5152
豊科高家児童クラブ

4672・5685
豊科東小児童クラブ
穂高南小児童クラブ 484・0762 682・9621
穂高西小児童クラブ 4682・2527
穂高北小児童クラブ 4683・5494
三郷児童クラブ 476・0185 676・0186
堀金児童クラブ 471・2122 671・2126
明科児童クラブ 462・2482 662・1124

●児童クラブ一覧
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●
納
税
通
知
書
の
見
方

本
年
度
か
ら
特
別
徴
収
（
公
的

年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の
対
象

に
な
っ
た
人
「
表
１
」

【
前
半
】

年
金
所
得
に
か
か
る
市
県
民
税
額
の

半
分
を
2
回
に
分
け
、
6
・
8
月
に
普

通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
後
半
】

残
り
半
分
の
市
県
民
税
を
3
回
に
分

け
、
10
・
12
月
・
平
成
26
年
2
月
に
支

給
さ
れ
る
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
特
別
徴
収
が
継

続
す
る
人
「
表
２
」

【
前
半
】

平
成
26
年
2
月
に
特
別
徴
収
さ
れ
た

額
と
同
額
が
4
・
6
・
8
月
に
支
給
さ
れ

る
公
的
年
金
か
ら
仮
特
別
徴
収
さ
れ
ま

す
。

【
後
半
】

平
成
26
年
度
の
年
金
所
得
に
か
か
る

市
県
民
税
額
か
ら
仮
特
別
徴
収
額
を
差

し
引
い
た
残
り
の
税
額
を
3
回
に
分

け
、
10
・
12
月
・
平
成
27
年
2
月
に
支

給
さ
れ
る
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
ま
す
。

●
特
別
徴
収
の
中
止

年
の
途
中
で
次
に
該
当
し
た
場
合
は

特
別
徴
収
が
中
止
に
な
り
ま
す
。

▽
市
外
に
転
出
し
た
場
合

▽
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合

▽
年
度
途
中
で
公
的
年
金
に
か
か
る
市

県
民
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

（
修
正
申
告
・
更
正
の
請
求
・
前
年
分

の
年
金
追
加
受
給
ま
た
は
年
金
減
額

等
）

▽
年
金
担
保
に
よ
る
借
入
を
し
た
場
合

●
中
止
後
、
来
年
度
の
納
付
方
法

本
年
度
中
に
特
別
徴
収
が
中
止
と
な

っ
た
場
合
、
未
納
分
（
特
別
徴
収
中
止

後
の
残
額
）
は
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
中
止
の
事
由
が
発

生
し
な
け
れ
ば
、
表
１
の
よ
う
に
翌
年

10
月
か
ら
特
別
徴
収
が
再
開
に
な
り
ま

す
。再

開
ま
で
は
市
県
民
税
の
半
分
の
金

額
を
2
回
に
分
け
、
6
・
8
月
に
普
通

徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
で

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

6
月
に
届
い
た
年
金
振
込
通
知

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
個
人

住
民
税
」
と
は
市
県
民
税
の
こ
と
で
し

ょ
う
か
？「

個
人
住
民
税
」
と
は
、市
県
民

税
の
こ
と
で
す
。

市
か
ら
届
い
た
納
税
通
知
書
の

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

（
10
月
支
給
分
）の
金
額
と
年
金
振
込
通

知
書
の
金
額
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
が
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？

年
金
振
込
通
知
書
に
は
、
前
年

度
の
市
県
民
税
を
参
考
に
し

た
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
か
ら

郵
送
さ
れ
た
納
税
通
知
書
の
税
額
が
、

確
定
し
た
税
額
で
す
。

　

年
金
振
込
通
知
書
の「
個
人
住
民
税
」

は
、目
安
の
金
額
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

問
豊
科
総
合
支
所
内

　

市
民
税
課
市
民
税
担
当

　
（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

市
税
・
料
金
等
の
支
払
い
は
、

便
利
な
口
座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か

忙
し
く
て
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
税

金
の
現
金
納
付
が
で
き
な
い
人
に
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

一
度
、
引
き
落
と
し
口
座
を
登
録
す

る
と
指
定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
支

払
わ
れ
、
納
期
の
た
び
に
、
お
金
を
持

っ
て
納
付
に
行
く
必
要
が
な
く
、
納
め

忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
、
安
心
で
大
変
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、

各
金
融
機
関
窓
口
（
市
内
の
支
店
の

み
）、各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
、豊

科
総
合
支
所
内
収
納
課
に
あ
り
ま
す
。

▽
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、預
金
通
帳
、届
出
印
、市
税
な

ど
の
納
付
書
を
持
参
の
上
、
預
金
口

座
の
あ
る
金
融
機
関
ま
た
は
各
総
合

支
所
地
域
支
援
課
、
豊
科
総
合
支
所

内
収
納
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
を
希
望
す
る

場
合
は
、
収
納
課
管
理
担
当
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関

▽
八
十
二
銀
行

▽
長
野
銀
行

▽
松
本
信
用
金
庫

▽
長
野
県
信
用
組
合

▽
長
野
県
労
働
金
庫

▽
あ
づ
み
農
協

▽
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
協

▽
み
ず
ほ
銀
行

▽
り
そ
な
銀
行

▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

次
の
場
合
は
届
け
出
を

現
在
、
市
税
等
の
口
座
振
替
を
利
用

し
て
い
て
、
次
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
変
更
・
解
約
な
ど
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
収
納
課
管
理
担
当
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▽
新
規
税
目
等
の
追
加
が
あ
っ
た
場
合

▽
振
替
口
座
の
口
座
名
義
人
が
死
亡
し

た
場
合

▽
婚
姻
・
離
婚
等
に
よ
り
、
氏
が
変
更

し
た
場
合
ま
た
は
相
続
等
で
名
義
変

更
が
あ
っ
た
場
合

▽
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
で
、
世

帯
主
が
変
更
し
た
場
合

▽
預
金
口
座
の
名
義
・口
座
番
号
等
の
変

更
、ま
た
は
通
帳
を
解
約
し
た
場
合

問
豊
科
総
合
支
所
内
収
納
課
管
理
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

公
的
年
金
か
ら
の

市
県
民
税
の
特
別
徴
収

本
年
度
か
ら
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
っ
た
人
は
、
10
月
支
給
分
の
公
的
年
金
か
ら
市

県
民
税
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
、
問
い
合
わ
せ
の
多
い

納
税
通
知
書
の
見
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

Ⓐ

Ⓐ

Ⓑ

「表 1」本年度から特別徴収の対象になった人
（例）年金所得にかかる市県民税が 64,000 円の場合

「表 2」来年度以降も特別徴収が継続する人
（例）年金所得にかかる市県民税が 54,000 円の場合

前半 後半

納付書・口座振替 年金から特別徴収

６月 ８月 10 月 12 月 ２月

64,000 円の半分を２回
に分けて納付

残りの 32,000 円を３回に分けて
納付

16,000 16,000 10,800 10,600 10,600

前半 後半

仮特別徴収 特別徴収

４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

２月と同額の 10,600 円を３
回で年金から特別徴収

54,000 円から仮特別徴収税
額を引いた 22,200 円を３回
で特別徴収

10,600 10,600 10,600 7,400 7,400 7,400

3 回に分けた税額に千円
未満の端数が生じた場合
は 10 月分の税額に加算
します。

Ⓐ

Ⓑ

Ⓑ

よ
く
あ
る
質
問

６月にお送りした
納税通知書の２枚目



62013.10. 9　広報あづみの　お知らせ版7 広報あづみの　お知らせ版　2013.10. 9

男女共同参画会議ほたかでは「男性
のための料理教室」として、手打ちそ
ば教室を開催します。

本格的なそば打ち体験が楽しめます
のでご参加ください。
日 11 月６日（水）10：00 ～正午
場こねこねハウス
講こねこねハウス職員
費 800 円（材料費）
定 25 人（先着順）
持エプロン、手ぬぐいなど頭を被うも

の
申 10 月 15 日（火）から 22 日（火）

までに穂高総合支所内地域支援課へ
電話でお申し込ください。

（受付時間　8：30 ～ 17：00）

聴覚障害者とのコミュニケーション
方法である手話や要約筆記を体験して
みませんか。
日第１回　10 月 19 日（土）

第２回　11 月 9 日（土）
第３回　 30 日（土）
各回　13：30 ～ 15：30

場豊科交流学習センター「きぼう」　学
習室

対聞こえに不便を感じている人とその家
族、手話・要約筆記に興味のある人

内▷第１回「聞こえについて考えよう」
▷第２回「書いて伝えよう

　　～要約筆記って何だろう～」
▷第 3 回「みんなで手話体験」

費無料
定 30 人（申し込み多数の場合は抽選）
申電話かファクスでお申し込みくださ

い。（電話での受け付けは、8：30 ～
17：00）

地域の活性化や健康に心地よく暮ら
せる安曇野の環境づくりを目的とした

「歩いて楽しいまちづくりプロジェク
ト」ではウオーキングを兼ねたワーク
ショップを開催します。

地域を歩いて「安曇野のいいとこ」
を発見しませんか。
日 11 月 2 日（土）9：00 ～ 14：00
場明科地域　潮沢地区および潮沢地区

公民館（旧国鉄篠ノ井線廃線敷など）
※少雨決行・荒天時は潮沢地区公民館

でワークショップを予定しています。
対市内在住の人
費無料
定 2 人以上 1 組として 10 組（小学生

以下の場合は保護者同伴、先着順）
内散策、写真撮影、撮影した写真から

自分だけの「いいとこ」を発見する
持デジタルカメラ・飲み物・昼食
申 10 月 15 日（火）9：00 から電話で

受け付けます。

豊かな大自然と先人たちによって育
まれ継承されてきた魅力的な文化がい
きづく安曇野市。

今回その一端に触れる講座として、
豊科地域を探訪します。
日 11 月 8 日（金）８：30 ～ 15：00
定 25 人（先着順）
費 200 円
講高原正文さん（安曇野地域史研究家）
内穂高公民館→田沢神明宮→熊倉の渡

し跡→法蔵寺→飯田家住宅→金龍寺
→本村本郷の道祖神群→穂高公民館
※バスと徒歩で巡ります。

持昼食、飲み物、雨具
申 10 月 16 日（水）から電話でお申し

込みください。
（受付時間　8：30 ～ 17：00）

ムービーメーカーという映像編集ソ
フトを使って、手元にある写真やビデ
オからビデオクリップやスライドショ
ーをパソコンで作成します。
日 11 月 16 日（土）、30 日（土）

９：00 ～ 11：30
場穂高商業高等学校　第３パソコン教

室（南校舎）
講小坂仁　教諭
定 20 人（先着順）
持プリント写真、写真が入ったデジタ

ルカメラなど
申 10 月 15 日（火）８：30 から受け付

けます。申込書を同校ホームページ
で入手し、電子メール、ファクス（81・
1066）または郵送でお申し込みくだ
さい。申込書が入手できない場合は、
住所・氏名・連絡先を記入の上、フ
ァクスまたはハガキで申し込んでく
ださい。

提〒 399-8303
穂高 6839　穂高商業高等学校
小坂教諭　宛

若年世代特有の心の葛藤や自殺に傾
きがちな状態を理解し、適切な対応を
学ぶために講演会を開催します。　
内演題「若者の生きづらさを理解する」
講冨澤治さん（とみさわクリニック院長）
日 10 月 28 日（月）13：30 ～ 15：30
場県安曇野庁舎 4 階　講堂
費無料
申 10 月 15 日（火）までに電話でお申

し込みください。

歩いて楽しいまちづくりプロジェクト
安曇野　里山いいとこ発見
ウオーク＆ワークショップ

問穂生活環境課環境基本計画推進係
482･3131 ㈹ 682･6622

穂高公民館文化講座
豊科地域の歴史探訪

問穂高公民館
482･5970 682･3990

学校開放講座
ムービーメーカー入門講座

問教社会教育課社会教育係
462･4565662･3525

自殺予防対策講演会
問松本保健福祉事務所　健康づくり支
援課
440･1938

男性のための料理教室
本格的なそば打ち体験

問穂地域支援課
482･3131 ㈹ 682･6622

コミュニケーション教室
～聞こえない　聞こえにくいとは

どんなこと～
問穂社会福祉課障害福祉担当
481･0724 681･0703

豊 教育委員会事務局（旧明科公民館内）教

当日はプロ棋士による指導対局や囲
碁入門講座もあります。あなたの実力
を試してみませんか。
日 11 月 24 日（日）

受付　８：45 ～　対局　９：40 ～
場堀金公民館講堂、講義室
内種目▷囲碁　申告段級位により組分け

▷将棋　Ａ級（三段以上）、Ｂ級（初
段・二段）、Ｃ級（級位者）、Ｄ級（小
学生の部）　

招待プロ棋士
▷囲碁　下

しもじま

島陽平八段
▷将棋　竹

た け べ

部さゆり女流三段
定▷囲碁　64 人（先着順）
　▷将棋　50 人（先着順）　
費一般　1,000 円（弁当込）、

高校生以下 300 円（弁当別）
申 10 月 15 日（火）から 25 日（金）

の間に、各公民館に備え付けの参加
申込書に記入の上、ファクスまたは
持参により社会教育課へお申し込み
ください。また、各公民館の窓口で
も受け付けます。

●主催　市囲碁・将棋大会実行委員会

ＣＯＴ教室
つまずいて転びそうになっても、体

勢を持ち直すなど、年齢や性別に関係
なく日常生活にも大きくかかわってい
ます。この機会にコオーディネーション
トレーニングを学び、運動神経アップに
つながるトレーニングを試してみませ
んか。

親子の部
日 10 月 27 日（日）10：00 ～正午
場堀金公民館　講堂
対保育園年中から小学校低学年までの

子どもとその保護者。（兄弟姉妹がい
る場合は、できるだけ親子ペアで申
し込んでください。）

内ボールなどを使った親子一緒のトレ
ーニング

定 20 組（先着順）
シニアの部

日 10 月 27 日（日）13：30 ～ 15：30
場堀金公民館　講堂
対おおむね 50 歳以上の人、普段運動

不足を感じている人、高齢者を対象
に指導を行っている人など

内タオルなどを使ったトレーニング（激
しい動きはありません）

定 20 人（先着順）
共通事項

服運動できる服装、運動用上履き
持飲み物、筆記用具、フェイスタオル（丸

めてトレーニングに使います）
講市コーディネーショントレーニング

実践研究会
費 1 人 100 円
申 10 月 16 日（水）から 23 日（水）

の間に、電話でお申し込みください。
（受付時間　8：30 ～ 17：00）

コオーディネーショントレーニング
親子体験会

幼少期に鍛える身体の巧みな動き、
多様な動きを身につけるトレーニング
を親子で触れ合いながら、楽しく学ん
でみませんか。
日 11 月 10 日（日）13：00 ～ 16：30
場穂高総合体育館　アリーナ
対小学校１～４年生までの子どもとそ

の保護者。子どもを対象に指導を行
っている人、興味がある人

内スライドを使った講義と、親子一緒
のトレーニング

服運動できる服装、運動用上履き
持飲み物、筆記用具、フェイスタオル（丸

めてトレーニングに使います）
講日本コーディネーショントレーニン

グ協会公認講師
費 1 人 100 円
定 30 組（先着順）
申 10 月 24 日（木）から 31 日（木）

の間に、電話でお申し込みください。
（受付時間　８：30 ～ 17：00）

社会教育スポーツ事業
コオーディネーショントレーニング（ＣＯＴ）

問教社会教育課スポーツ振興係　462･4565 ㈹ 662･3525

第４回　囲碁・将棋大会
問教社会教育課社会教育係
462･4565 662･3525

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員　資資格　持持ち物　講講師
申申し込み　E電子メール　限期限
Uホームページ　提提出先　服服装
問問い合わせ

募集
コオーディネーション能力とは、目や耳などからの情報や周囲の状況を頭で判断し、

その環境に合った対応をしたり身体を動かす過程をスムーズに行ったりする能力です。

昨年度の親子体験会

昨年の COT 教室

潮沢地区　名
な ぐ き

九鬼の風景
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煎茶道の基本と、急須を使って玉露、
煎茶、番茶、紅茶のおいしい入れ方を
学びます。会場は椅子席です。気軽に
お茶の世界を楽しみましょう。
日第 1 回　11 月 13 日（水）

第 2 回　 27 日（水）
第 3 回　12 月 11 日（水）
第 4 回　 18 日（水）
第 5 回　平成 26 年 1 月 8 日（水）
各回　19：00 ～ 21：00

場豊科公民館　講座室
対 5 日間ともに出席できる人
講近藤順子さん（煎茶道方円流　家元

総師範）
定 20 人（先着順）
費 1,000 円（別途、材料代 1,500 円が

必要）
持扇子（ある人）
申 10 月 16 日（水）８：30 から豊科公

民館で受け付けます。窓口か電話で
お申し込みください。

最も身近な昆虫の一つアブラムシを
テーマに、単なる「害虫」ではないア
ブラムシの魅力を知る観察会です。

この時期しか見られない有
ゆうしちゅう

翅虫の観
察や標本を作ります。
日 11 月 10 日（日）9：00 ～ 15：00
場烏川渓谷緑地　環境管理事務所
講松本嘉幸さん（アブラムシ研究者）
費無料 
定 15 人（先着順） 
申 10月15日（火）８：30 から電話また

はファクス、メールでお申し込みく
ださい。（mkarasu@anc-tv.ne.jp）

豊科公民館教養講座
茶の世界に遊ぶ

問豊科公民館
472･2158 673･6401

烏川渓谷緑地 公開学習会
からすの学校

～知っているようで知らない昆虫
の世界～アブラムシ観察会

問県烏川渓谷緑地　環境管理事務所
4 673･0203

市総合芸術展　作品の募集
問教社会教育課社会教育係
462･4565 662・3525

豊 教育委員会事務局（旧明科公民館内）教

本年度、全国公募した作品には、日
本全国はもとより台湾からも応募があ
りました。応募作品 248 点の「そば猪
口アート」の中から厳選した 80 点の
入選作品を展示します。

手の平サイズのアートをお楽しみく
ださい。
期 10 月 19 日（土）～ 11 月 17 日（日）
休館日　10 月 21 日（月）・28 日（月）
　11 月 5 日（火）・11 日（月）
費無料（髙橋節郎作品の展示室は有料）

そば猪口アート講演会
第 2 回そば猪口アート公募展の講評

と現代の工芸などについて、分かりや
すく講演します。
日 10 月 19 日（土）

14：00 ～（90 分程度）
場髙橋節郎記念美術館メディアフォー

ラム
講三田村有純さん（東京藝術大学学長

特命　美術学部教授）
費無料

10 月 21 日（月）から 27 日（日）は、
「行政相談週間」です。

秋の行政相談期間中、相談所が開設
されますのでご利用ください。

国・県・市の行政に対する意見・要
望などを住民の皆さんからお聞きしま
す。相談は、総務大臣から委嘱を受け
た行政相談委員が応じます。相談は無
料で秘密は固く守られます。
日 10月27日（日） 10：00～15：00
場堀金公民館　講義室

なお、毎月各地域で行政相談を開催
していますのでご利用ください。（日程
の詳細については広報あづみの通常版
の各種相談コーナーをご覧ください）

市内各地域の行政相談委員は、次の
皆さんです。（敬称略）
■行政相談委員　
▷藤

ふじおか

岡保
や す こ

子（豊科　472・3763）
▷松

まつやま

山　博
ひろし

（穂高　482・4996）
▷松

まつおか

岡光
みつまさ

正（三郷　477・4014）
▷白

しらさわ

澤清
きよのり

則（堀金　472・8771）
▷矢

や ざ わ

澤久
ひ さ お

男（明科　462・3432）

こんなときご相談ください
＊困っていることがあるがどこに相

談してよいか分からない。
＊手続き、サービスなどの関係で制

度や仕組みについて相談・要望し
たい。

－例えば－
「道路標識を改善してほしい」「市の施
設を利用しやすくしてほしい」など……

本年のクリスマスは、陶器のツリー
を飾ってみませんか。

穂高陶芸会館では、親子を対象にし
た秋の陶芸教室を次の日程で開催しま
す。「親子で作ろうクリスマスのオブジ
ェ」と題し、ツリーとリースのどちら
か好きな方を作ります。家族そろって
賑やかに陶芸体験をしましょう。
日 11 月４日（月）
　9：00 ～（２～３時間程度）
場穂高陶芸会館
講嶋田好

よしたか

貴さん、太田尚
しょうご

吾さん
対中学生以下の子どもとその保護者
定 30 人程度（先着順）
費大人 1,000 円／子ども 800 円（粘

土 500㌘と指導料など含む）
申 10 月 16 日（水）9：00 時から穂高

陶芸会館へ電話かファクスでお申し
込みください。（毎週月曜日休館）

その他　作品の焼き上がりは、約１カ
月後になります。

第３回安曇野市総合芸術展を開催し
ます。皆さんのご出展をお待ちしてい
ます。
日平成26年２月15日（土）～23日（日）
場豊科交流学習センター「きぼう」多

目的交流ホール
内募集作品　写真・絵画・彫刻ほか
対市内在住で、自身で搬入・展示・搬

出のできる人（応相談）。年齢は問い
ません。搬入・展示・搬出の日時な
ど詳細は、後日連絡します。

申 10 月 15 日（火）から 12 月 10 日
（火）の間に、社会教育課・各公民館
に備え付けの用紙にご記入の上、提
出するか、郵送またはファクスでお
送りください。

提〒 399-7102
安曇野市明科中川手 2914-1
社会教育課内
総合芸術展実行委員会事務局

●主催　市総合芸術展実行委員会

10月21日（月）～27日（日）は
行政相談週間

問本総務課庶務係
471･2000 ㈹ 671･5155

穂高陶芸会館
秋の親子陶芸教室

問穂高陶芸会館
4 682・6750

第 2 回
そば猪口アート公募展

問安曇野髙橋節郎記念美術館
481･3030 682･0551

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健
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催し 相談 募集

名称 内容 日時・場所 定員・料金 申し込み・問い合わせ

第 17回
松本矯正展

刑事施設に収容されてい
る受刑者の円滑な社会復
帰に向けた取り組みを紹
介し、また各種催事や関
係協力団体によるイベン
ト、全国の刑務作業製品
の展示即売なども行います。

日：10 月 19 日（土）
9：30 ～ 15：00

場：松本少年刑務所
※駐車場に限りがあり
ますので、できるだけ
公共交通機関をご利用
ください。

費：無料 問：松本少年刑務所
（432・3093 633・
5807）

長野技術専門校
平成 26年度
入校生の募集

訓練期間　１年間
（平成 26 年４月～）
募集科　機械加工科、電
気工事科、画像処理印刷
科、木造建築科

日：願書受付期間
11月１日（金）～15日

（金）
選考日
11月25日（月）

費： 受 験 料 2,200 円、
授 業 料 118,800 円

（年額）など
対：高等学校卒業（ま

たは同等）以上の人

申：長野技術専門校
（4026・292・2341 
6026・292・2342）
かハローワーク松本

（427・0111 627・
0041）

安曇野かかし会
グループ展

会員 13 人の絵画、彫刻、
版画などの作品、約 50
点を展示します。

日：10 月 11 日（金）～
14 日（月）9：00 ～
18：00（最終日は 17：
00 まで）

場：碌山公園研成ホール

費：無料 問：安曇野かかし会
事務局　松井さん

（477・8298）

長峰山フォーラム９
～森の木や実で熱エ
ネルギー活用体験～

里山の木質エネルギー資
源について学習し、林地
残材をロープワーク等に
より引き出し、薪づくり
を行います。ウッドボイ
ラー他、多種の熱機器に
よる森林資源の熱活用を
通じて、里山保全への関
心を高めます。

日：11 月 10 日（日）（雨
天決行）　9：30 ～ 15：
40

場：明科長峰山天平の森
付近の森林

※ JR 明科駅、市内各総
合支所から無料送迎バ
スが出ます。

定：40 人（先着順）
費：1 人 500 円　
※小学生以下無料

申：10 月 31 日（木）
までに特定非営利活
動法人森倶楽部 21
牛山さん

（477・4540）にお
申し込みください。

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

大賞受賞作品　多田聡志「stripes」

クリスマスツリーの作品例
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採れたての秋野菜や果物などの直売
コーナーをはじめ、恒例のきび餅つき
や新そば打ち体験など多彩なイベント
が盛りだくさんです。安曇野の旬の味
をお楽しみください。
日 10 月 26 日（土）9：00 ～ 15：00
場旬の味ほりがね物産センター駐車場

周辺
内▷味わう　地元産の農産物や加工品

の直売、あづみ野遊牧豚を使った豚
汁、各種無料配布
▷ステージイベント　堀金中学校吹
奏楽部による演奏、ひまわりジュニ
アによるダンス、大ビンゴ大会
▷体験する　きび餅つき、太巻き寿
司作り、新そば打ち体験など　※そ
ば打ち体験　体験料 800 円。事前予
約可。定員になり次第終了。

申体験を希望する場合は電話でお申し
込みください。

碌山美術館友の会
第 7 回会員美術展

碌山美術館友の会会員のうち約 50
人の絵画、彫刻、工芸作品など、約 60
点を展示します。
日 10 月 18 日（金）～ 22 日（火）

9：00 ～ 17：00
（最終日は 15：00 まで）

費無料
場碌山公園研成ホール

美術講座
テラコッタに触れよう

参加者募集
初心者でも気楽に粘土に触れ、小学

生から大人まで、誰でも創作体験がで
きる講座です。

今回は創作雛
ひな

人形（雄雛・女雛）を
制作します。
日 10 月 20 日（日）13：00～16：00
費 500 円（粘土・焼成代含む）
定 20 人（先着順）
講二木福治さん
場碌山公園研成ホール研修室Ⅱ

第 15 回田舎のモーツァルト音楽祭
を開催します。

今回は地域の皆さんと「大地讃
さんしょう

頌」
を合唱します。一緒に練習をして、当
日は大合唱をしますので、皆さんお誘
い合わせてご参加ください。
日 10 月 18 日（金）13：00 ～
場穂高東中学校　講堂
講招待演奏者　須川展

の ぶ や

也（サクソフォ
ン奏者）＆サクソフォンバンド

内▷穂高東中の生徒による発表▷節目
を記念して、詩人であり作詞家でも
あった尾崎喜八さんにゆかりのある
モーツァルトの曲を中心に、須川展
也さんとサクソフォンバンドの皆さ
んが演奏▷地域の皆さんと「大地讃
頌」を合唱

一緒に歌いませんか
「大地讃頌」

合唱の一般練習
日 10 月 10 日（木）、16 日（水）

19：00 ～ 21：00
場穂高東中学校音楽室
申「大地讃頌」合唱に参加を希望する

場合は穂高東中学校に電話でお申し
込みください。

研成ホールの催し
問碌山公園研成ホール
4 682･0769

第 18 回　ほりがね特産祭り
問ほりがね特産祭り実行委員会事務局

（堀金総合支所産業建設課内）
472･3106 ㈹ 672･4900

第 15 回
田舎のモーツァルト音楽祭

問穂高東中学校
482・2230 682・7418

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員　資資格　持持ち物　講講師
申申し込み　E電子メール　限期限
Uホームページ　提提出先　服服装
問問い合わせ

催し

Information Box

昨年度の展示作品

下堀西

堀金

中堀

住吉

須砂渡入口

岩原

うららの里

松本梓川方面

松川・大町方面

駅伝ルート
ベイシア

ゴールド
パック

中学校  

近藤紡績  

国営アルプスあづみの公園  

スタート・ゴール
堀金総合支所

堀金
物産センター小

学
校広
域
農
道

三田工業団地

拾ヶ堰

山
ろ
く
線

第９回　堀金一周駅伝大会

旧堀金村時代から通算して今回で 49 回目となる、
堀金地域内9地区を一周する駅伝大会を開催します。

大会当日および 10 月中旬から開始する練習期間
中は、交通などで市民の皆さんにご迷惑をお掛けし
ますが、ご理解の上ご協力をお願いします。また、
当日は、皆さんの温かいご声援をお願いします。
日 11 月 4 日（月）
時 9：45 ～ 11：00 ごろ（堀金総合支所駐車場発着）

問堀金公民館（472・5796 672・5801）

安曇野スタイル ®2013
～アート・自然・暮らしにふれる　秋の安曇野ゆったり散策～

安曇野で、ものづくりをしている作家の工房や美術館、ギャラリ
ー、クラフトショップ、飲食店、宿泊施設などの各会場で、期間限
定のおもてなしや催し物が行われます。

ガイドマップを手に、秋の安曇野をゆったりと散策してみません
か。ものづくりや文化活動に携わる人たちとの交流も楽しめます。
問安曇野スタイルネットワーク
（4090・9354・1279 mazusuta@gmail.com）

展　示
●開催期間

10月25日（金）～11月4日（月）
●場所　穂高交流学習センター「み

らい」
●内容　作品、ポスター、写真の展

示をします。詳しくは、ガイドマ
ップをご覧ください。

休館日　10 月 28 日（月）

ワークショップ
●開催期間

11月1日（金）～4日（月）
●場所　穂高交流学習センター「み

らい」
●申し込み　10 月 15 日（火）9：

00 から参加を希望するワークシ
ョップの申し込み先にお申し込み
ください。

天蚕まゆを切って花びらにし、コ
サージュを作ります。淡い緑が素敵
です。
日 11月2日（土）　9：30～正午
費 1,200 円
定 15 人
申市天蚕振興会・上田さん
（483・3835）

木型に天蚕まゆを貼り付けて、木
目込みふくろう「まゆろう」のストラ
ップを作ります。
日 11月2日（土）
　10：00～正午／13：00～15：00
費800円
定各回15人
申まゆろうの会・稲田さん
（4090・5413・7192）

ステンドグラス用ガラスにコラー
ジュ（貼り付け）してオリジナル作品
を作ります。ゆっくりと流れる時間の
中で、アート・セラピー・ワークを楽
しみましょう。
日 11月2日（土）、3日（日）
　19：00～20：00
費1,500円
定各回15人
申Maua・細萱さん
（4080・5141・5570）

指で描く新しい画材、パステルチ
ョークなどを使い、オリジナルのミニ
看板を作ります。
日 11月3日（日）11：00～15：00
費1,500円
定5人
申ナオアートスタジオ・北村さん
（4026・233・0341）

ニードルパンチ（フェルト作り専
用針）を使ってフェルトボールを作り、
ネックレスに仕立てます。
日 11月4日（月）10：00～15：00
費500円
定25人
対10歳以上
申カレン・佐川さん
（473・7485）

クリスマスリースを作ります。
日 11月3日（日）　9：30 ～ 15：30
費 1,500 円
定 30 人
申小林さん
（482・0760）

天蚕まゆを使って
「コサージュづくり」

天蚕まゆを使った
木
き め こ

目込みふくろう
「まゆろう」を作ろう！

くつろぎ時間の　
アート・セラピー・

ワーク

黒板アートで世界
でたったひとつの
看板を作ろう!

フェルトボールの
ネックレス作り

森のめぐみの
リース作り

ワーク
ショップ２

ワーク
ショップ 4

ワーク
ショップ 5

ワーク
ショップ 3

ワーク
ショップ 1

ワーク
ショップ 6
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自
転
車
は
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で
環
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し
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り
物
で
す
。
最
近
で
は
健
康
ブ
ー

ム
と
も
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な
っ
て
、
自
転
車
を
利

用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
自
転
車
に
も
ル
ー
ル
が
あ
り
、

ル
ー
ル
を
破
れ
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さ
ま
ざ
ま
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罰
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。

事
故
に
備
え
て

保
険
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加
入
し
ま
し
ょ
う

自
転
車
に
は
、
自
動
車
の
よ
う
な
自
賠

責
保
険
（
強
制
加
入
）
が
あ
り
ま
せ
ん
。

万
が
一
の
事
故
に
備
え
る
た
め
に
、
任
意

の
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
保
険
は
、

整
備
・
点
検
を
受
け
る
こ
と
で
加
入
で
き

る
「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
険
会
社
や
損
害
保
険
代

理
店
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
」
は
、
自
転

車
利
用
中
に
事
故
に
遭
っ
て
け
が
を
し

た
り
、
歩
行
者
や
他
の
自
転
車
利
用
者

に
け
が
を
負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
り
し
た

場
合
に
対
処
す
る
た
め
の
傷
害
保
険
、

賠
償
責
任
保
険
で
す
。

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

飲酒運転 ５年以下の懲役または 100 万円以下の罰金

信号無視 ３カ月以下の懲役または５万円以下の罰金

２人乗り ２万円以下の罰金または科料

一時不停止 ３カ月以下の懲役または５万円以下の罰金

並進 ２万円以下の罰金または科料（「並進可」の
標識があるところを除く）

傘さし運転 ５万円以下の罰金

携帯電話の使用 ５万円以下の罰金

１ 自転車は、車道が原
則、歩道は例外

法律上、自転車は軽車両と位置付けら
れています。従って、歩道と車道の区
別のあるところは、車道通行が原則で
す。

２ 車道は左側を通行 自転車は道路の左端を通行しなければ
なりません。

３ 歩道は歩行者優先
で、車道寄りを徐行

歩道では、歩行者の通行を妨げる場合、
一時停止をしなければなりません。

４ 安全ルールを守る

飲酒運転の禁止、２人乗りの禁止、並
進の禁止、夜間はライトを点灯、信号
遵守、交差点での一時停止と安全確認、
傘さし運転・携帯電話を使いながらの
運転禁止。

５ 子どもはヘルメット
を着用

児童・幼児の保護責任者は、児童・幼
児に乗車用ヘルメットを着用させまし
ょう。

自
転
車
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

自転車にも罰則があります
～禁止されている主な自転車の乗り方と罰則～

自転車安全利用５則
　　　～安全に利用するために守りましょう～

問安曇野警察署（472・0110）
　生活環境課交通防犯係（482・3131 ㈹ 682・6622）


